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はじめに
英文学史上では依然として「カトリック作家」と
して位置付けられることの多いイギリス人作家，グ
レアム・グリーン（Graham Greene,１９０４～１９９１）
は，姦淫する神父や自殺するカトリック信徒が登場
するフィクションを描く一方で，エッセイや新聞・
雑誌への投稿等で政治的なメッセージを発信し続け
た。その数や書籍にすれば２巻半になると言われる
ほどに膨大な量に及ぶ。特に第二次世界大戦後，グ
リーンが政治的関心を寄せる国の多くは，マラヤ，
ベトナム，ニカラグア，キューバ，ハイチ，パラグ
アイ，パナマ，ケニア，コンゴ等，米英仏ソの大国
の力学に翻弄される，アジアやアフリカ，南米のい
わゆる第三世界の国々であった。銃弾が飛び交う戦
場や，革命下の危険区域に自ら足を運び，飛び込ん
で取材するジャーナリスティックなその姿勢は，グ
レアム・グリーンという作家を特徴づける重要な側
面であることは間違いない。その筆法は時に激しく，
時に皮肉を交えて辛辣に，あるいはユーモアや
ウィットに富んだものとなり，まさに時代の代弁者
としての相貌を呈している。そしてこのようなグ
リーンの政治的言説空間は，しばしばアメリカへの
反発で彩られているという特徴も併せ持つ。
例えば，西インド諸島の小国であるハイチ共和国
の混乱について，グリーンは１９６６年６月２４日の『コ
モンウィール』（Commonweal）に，「自由世界を共
産主義から守るという古い口実」（“the old excuse
that it was defending the free world against Com‐
munism”）のもとに，デュヴァリエ独裁政権下の
悪名高き秘密警察トントンマクートに武器の投与に
よる軍事援助をしたのは，まさにアメリカであるこ
とを指摘し，「アラビアのすべての香料をもってき
ても，その小さな汚点を洗い清めることはできな
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い」（“Not all the perfumes of Arabia are going to
wash out that little stain.”）（Greene, Yours ,１３０）と
いうシニカルな投書を送ったり，１９７０年１月１２日付
の『タイムズ』（The Times）では，ハイチの秘密警
察は共産主義者達を次々に抹殺しているが，これは
結局アメリカのやり方の「模倣」（“imitation”）で
あり，パパ・ドッグことデュヴァリエ大統領による
このような行為は，「大量虐殺」（“massacre”）で
あり，その完遂にはアメリカ CIAの加担に拠る所
が大きいと，軍事独裁政治の背後に潜むアメリカへ
の追及の手を緩めない。（Greene, Yours ,１４６）
このように２０世紀という激動の世紀をほぼ生き抜
いた作家，グレアム・グリーンは，同じく２０世紀に
未曾有の発展を遂げ，世界最大の強国となったアメ
リカに対して，常に厳しい態度で臨み続けたのであ
るが，その姿勢は終生変わることがなかった。「私
にとって，＜政治活動＞とは書くことであって，他
の何ものでもない。」（“Forme political action iswriting
and nothing else.”）（Allain,８４）というグリーンが，
アメリカという国家に対して手厳しい批判を＜言葉＞
に拠って行う時，それは紛れもなく＜政治活動＞な
のである。
そのグリーンのアメリカへの攻撃が徐々に激しさ
を増してくるのは１９５０年代である（１）。グリーンは何
度もインドシナ半島に足を運び，滞在し，時には銃
弾飛び交う前線で取材を重ねる中で，この地での抗
争が決して民族主義的なものではなく，アメリカの
覇権をめぐる大国本位の理念で行われていることを
痛切に感じとっている。現地で実際に自分の目で見
て感じたことを記事にし，新聞社や雑誌社に送るこ
とを重ねて，それらは遂には「これまで書いた小説
の中で最もルポルタージュに拠る所が大きい」
（“There is more direct reportage in The Quiet
American than in any other novel I have written.”）
（Greene，WE,１６４‐５）と自認する作品『おとなしい
アメリカ人』（The Quiet American ,１９５５）というフィ
クションに結実される。発表当時，当事国アメリカ
は言うまでもなく，様々な国で反響を呼び，本人の
思惑を越えたところで論議が交わされるようになる
が（２），この作品が書かれて１０年後の１９６５年北爆から
始まったアメリカのベトナムへの本格的介入，そし
て１９７５年のサイゴン陥落にいたるまでの戦争の拡大
と泥沼化という史実は，『おとなしいアメリカ人』
というフィクションがそれらのプロセスを予見した
卓越性を持ったものであることを示している。
このようにグリーンの反アメリカ主義の態勢がよ
り確かなものへと醸成されていった期間，それはア
メリカを盟主とする資本主義西側陣営と，ソビエト
連邦をリーダーにする共産主義・社会主義の東側陣
営に世界が二分されるという第二次世界大戦後の国
際情勢，冷戦体制がよりグローバルなものへと拡大
しつつある時期であった。グリーンが寄せる政治的
関心とそれに基づく言説の根幹には，パックス・ア
メリカーナへのアンチテーゼがあることに目を向け
るならば，我々は２０世紀後半を占めていた世界シス
テムである「冷戦」という歴史的状況を視座に置く
必要がある。なぜならば，グリーンが関心を寄せ続
けたベトナムやハイチなど小国の悲劇の源は，冷戦
構造の中にこそ存在しているからである。それは
１９４７年のトルーマン・ドクトリンに象徴的に示され
ているような「全世界に渡る侵略と威嚇の犠牲者を
助けるためのアメリカの参画」（“American commi‐
tment to assist victims of aggression and intimida‐
tion throughout the world”）（Gaddis,９５）というア
メリカが世界進出するための大義名分や覇権国家の
正当化でもあった。冷戦と言う緊張状態の下での国
際秩序に隠された，あるいは民主主義で装われた仮
面の下の大国の素顔に，グリーンはペンで迫ろうと
したのである。
小論では，「冷戦という枠組み」を設定すること
で見えてくるグリーンのポリティカルな側面を炙り
出してみたいと思う。米ソ二大陣営が激しく対立し，
緊張を深めた世界情勢の中で，グリーンはアメリカ
という覇権国家の何を見据え，何に対して牙を向い
てきたのか。なお，冷戦の起源・終結の時期につい
ては諸説があるが（３），本稿では冷戦期間を，１９４５年
の第二次世界大戦後の超大国による体制がほぼ形成
されたルーズベルト・スターリン・チャーチルによ
るヤルタ会談から，冷戦構造の象徴とも言うべきベ
ルリンの壁の崩壊に続く１９９１年のソビエト連邦の消
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滅までと定め，冷戦が世界システムとして確立・固
定化し深刻度を深めて行く１９５０年代（１９６２年の
キューバ危機の前まで）を中心に扱うこととする。
この時期のグリーンの政治的言説を，冷戦構造の中
で再歴史化してみることを試みたい。
１．冷戦分断体制の固定化／反共政策／入国禁止令
グリーンのよき理解者であり，時代を射抜く眼力，
慧眼の持ち主であったジョージ・オゥエル（George
Orwell，１９０３～１９５０）が１９４５年１０月１９日付の『トリ
ビューン』（Tribune）において，いち早く“Cold War”
という言葉を使った時，彼は大戦後間もない当時の
世界情勢を，いみじくも「平和なき平和」（“a peace
that is no peace”）と表現した。（Fink，５５）第二次
世界大戦後しばらくは，戦時中には枢軸国を破った
連合国側であった米英仏ソが互いの動向を見定める
かのように睨みながら対峙しつつも，戦火を交える
ことなく，ある意味勢力バランスを保っていた。し
かし，その状況が初めて破られ，まさに“hot war”
になったのが１９５０年の朝鮮戦争であった。東側に新
たに中国が加わり，東西二陣営の初めての本格的代
理戦争が勃発した１９５０年という年は，冷戦システム
においても，またグリーンの反アメリカニズムにお
いても，ひとつの分水嶺のような年であると言える。
第二次世界大戦が終わる頃，ドイツと同様，米ソ
に拠って共同で占領されていた朝鮮半島は，占領軍
撤収後は北緯３８度線を境界として南北に分割された
ままであった。１９４７年に北は朝鮮民主主義人民共和
国，南は大韓民国という別個の国家が成立し，それ
ぞれ社会主義体制と資本主義体制という２つのイデ
オロギーが，境界線に拠り区切られて対立していた。
金日成率いる北朝鮮が１９５０年６月に韓国に侵攻する。
ソ連と中国を後ろ盾にした北朝鮮が，国連が定めた
境界線である３８度線を越えたという事実は，「戦後
の集団安全保障の全構造に対する挑戦」（“challenge
the entire structure of power collective security”）
であると思われるほどにアメリカにはショックな出
来事となる。（Gaddis, ４６）「平和なき平和」という，
緊張の上に成り立つ暗黙の了解が破られたのである。
韓国軍を全面的に支援する形で国連旗を掲げたアメ
リカ軍が派遣され，同年９月にはソウルを奪回し，１０
月には平壌を陥落させるが，中国の参戦によって大
量の中国義勇軍に押された米軍は南に後退し，ソウ
ルを放棄するに至る。その後スターリンの死去やア
イゼンハワー大統領就任などによる情勢変化もあり，
長い休戦交渉の結果，１９５３年に休戦協定が調印され
る。第三次世界大戦にも発展しかねなかったこの「冷
戦中の熱戦」は，冷戦構造下の重要なエポックであっ
た。遡れば，西側陣営の「封じ込め政策」の具現化
としての１９４７年の「トルーマン・ドクトリン」，「マー
シャル・プラン」，ヨーロッパ経済協力機構（OEEC）
の成立と，それに対応するかのようなソ連からの東
欧諸国への圧力と東側諸国引き締めの経済援助相互
会議（COMECON）の開催と，それぞれの陣営で
経済援助と軍事援助の一体化が進む中，１９４９年のソ
連の原爆実験の成功に続き，１９５０年トルーマン大統
領が水素爆弾開発の承認，東西の溝はますます深
まっていく。そしてこのような冷戦構造が本格化・
固定化していく必然のプロセスの行き着く先が，朝
鮮戦争であったわけである。
朝鮮戦争という外に向かった戦いは，アメリカ国
内においては共産主義への脅威論の高まりという現
象を引き起こしていた。第二次世界大戦の終結は
人々に希望をもたらすはずであったが，異なる２つ
のイデオロギー対立とその尖鋭化は，敵対心を生み
やがてそれは恐怖へと変わっていく（４）。「封じ込め
られるべき敵は，敵の中だけにいるとは限らず，自
由の受益者たちの内部にも易々と入り込んでいる」
（“the enemy to be contained might as easily lie
within the beneficiaries of freedom as among its
enemies”）（Gaddis,４６）というジョージ・ケナンの
警告は，国民の恐怖を煽るに十分であったが，さら
に人々の間に疑心暗鬼を高めることにもなった。ア
メリカ国務省の役人アルジャー・ヒスと，イギリス
の科学者クラウス・フックスによる２つのスパイ事
件が発覚し，ソ連が原爆開発に成功した裡には，西
側陣営のスパイの働きがあったことが明らかとなる
と，人々の中には不安や恐怖の裏返しとしての共産
主義への敵意が増し，その排斥機運が盛り上がって
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くる（５）。このような状況下で，スパイの摘発や共産
主義思想の浸透を防ぐための様々な反共政策がとら
れることとなる。
「１９５０年国内治安法」（Inter Security Act１９５０），
通称「マッカラン法」（McCarran Inter Security Act）
もその１つであった。上院で最も熱烈な反共主義者
の議員パトリック・マッカランの起草によって作ら
れたこの国内治安維持法は，共産主義団体の登録義
務付け，防諜法の強化，非常事態時の予防拘禁等，
明らかに国内の共産主義者の締め付けとそれによる
一掃を意図したものであった。グリーンがアメリカ
に入国できなくなったのも，この法律のためであっ
た。その経緯は，自伝『逃走の方法』（The Ways of
Escape ,１９８０）の中で以下のように語られている。
Under the McCarran Act I had became a
prohibited immigrant to the United States. At the
age of nineteen for the fun of the thing I had
joined the Community Party in Oxford as a pro‐
bationary member and during my short stay with
them contributed four sixpenny stamps monthly
to the party funds. These facts had not, as one
might have imagined, been cleverly unearthed by
the CIA. I had disclosed them rather naively my‐
self . . .（Greene, Ways ,２１０）
アメリカへの入国禁止は，グリーンが１９歳の時に
わずかな期間オックスフォードで「面白半分に」共
産党に入っていたことに端を発していて，それは
「CIAによって見事に掘り起こされた事実などと
いうものではなく」，グリーンが「あっさりと自分
で暴露したものなのである」（“I had disclosed them
rather naively myself.”）と述べているが，この後
に続くのは，フランソワ・モーリャックとの対談の
ために訪れたブリュッセルで，「この法律の愚かさ
を世に晒す」（“expose of the absurdity of the Act”）
ことを考えているアメリカ大使館の一等書記官の求
めに応じるように，自分の若き日の入党の事実を『タ
イム』誌の記者に提供したことに起因する入国禁止
であったというグリーンの弁明である。興味深いの
は，グリーンが若い時に興味半分に共産党に入って
いたという事実でもなければ，そのことを記者に自
ら語ったことでもなく，おそらくグリーンがマッカ
ラン法に抵触することは承知の上で記者に語ったの
であろうということであり，アメリカに入国拒否を
させるように仕向けているかのようにも思える。ま
たグリーンがアメリカに入国できなくなった経緯を
対談やエッセイの中で繰り返し語っていることも注
目に値しよう。穿った見方をすれば，「アメリカに
抵抗する作家」のイメージや物語をわざと創り出し
ているかのようにも見えるし，「反アメリカ主義者」
としての自らのスタンスを殊更示しているようにも
見える（６）。
１９５０年代前半，グリーンはアメリカの雑誌『ライ
フ』（The Life）に依頼された取材のため度々インド
シナ半島を訪れた（７）。ある時『ライフ』社のスタッ
フ達との打ち合わせのためにニューヨークに行こう
としてグリーンはヴィザの申請を行ったが，当然な
がらマッカラン法のために却下されてしまった。グ
リーンはそのことを最初はサイゴンのロイター記者
に告げ，「自分はアメリカの「セロハンのカーテン」
（“cellophane curtain”）をうまく突破できないと
伝えた。（後の回顧録の中には「プラスチックのカーテン」
（“plastic curtain”）という表現もある。Ways，２１０）
１９４６年のイギリスのチャーチル首相による「鉄の
カーテン」という言葉をうまく利用した表現である。
やがてそれは「作家グリーンへのアメリカ側からの
ヴィザの拒否は言論の自由の侵害である」という論
議にまで発展することになる。入国拒否という措置
に対して，『ニュー・リパブリック』は１９５２年２月，
ジョン・ミルトン（John Milton,１６０８～１６７４）の「ア
レオパジティカ」（Areopagitica ,１６４４）を引き合いに
出して，次のようにグリーンを援護している。
So long as we depend upon the tradition
John Milton set down in The Areopagitica perpe‐
tuating freedom of the printed word, any action
which excludes Graham Greene from entering
this country is insidiously tantamount to censor‐
ship.（The New Republic , Febrary,１９５２）
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「アレオパジティカ」は，１７世紀イギリス市民革
命の最中に，議会による出版物検閲制の強化に反対
し，オリヴァー・クロムウェルのブレインでもあっ
た詩人ミルトンが，言論・出版の自由を謳ったパン
フレットである。冷戦下の反共政策で，アメリカへ
の入国を拒否されたこのイギリス人作家は，ここに
きて，言論の自由を求めて闘う作家のイメージを纏
うようになっている。
ほどなく「知的自由」（“intellectual freedom”）
を守るために，グリーンの入国禁止を解除してほし
いという嘆願書がアメリカの大学の学長等により幾
つも国務省に寄せられ，面倒を避けたかったアメリ
カ当局はすぐに「特別ヴィザ」を発行した。お蔭で
グリーンの名前は「政治的に好ましからざる人物」
（“political undesirables”）としてブラックリスト
には載りつつも，この特別ヴィザを申請さえすれば
アメリカへの入国は可能となる。実際，解除される
までの間にグリーンは何度もこの特別ヴィザを使っ
て渡米し，アメリカに入国している。（Shelden，３９６）
とは言え，この特別ヴィザの申請には時間を要し，
また米国での滞在期間は４週間以内で，入国・出国
には予め搭乗便の通告が必要という制限や条件がつ
いた面倒なものであった。（Greene, Ways ,２１０）
グリーンは自伝や対談で，アメリカからの入国拒
否によるその後の数々のトラブルについて（例え
ば，１９５４年のプエルト・リコ空港でのアクシデント
など），また特別ヴィザの申請手続きの不便さに不
平を述べつつも，それらは「思い出すたびに愉快な
出来事」（“that I shall always rememberwith pleasure”）
であり，「人生にそれほど多くの喜劇はない」（“Life
is not rich in comedy.”）と逆説的な調子で語ってい
る。（Greene, Ways , ２１０）マッカラン法という法律
の無意味さを嘲笑うかのような，またまるでアメリ
カに拒否されることを楽しむかのような響きである。
２．マッカーシズム旋風／チャップリン国外追放／
公開状
アメリカの反共政策に対するグリーンの言説の中
で，直截にしてシニカル，ある意味最もグリーンら
しいと思われるのが，アメリカ政府により事実上の
国外退去を命じられた喜劇王，チャーリー・チャッ
プリン（Charlie Chaplin, １８８９～１９７７）への公開状
である。そこに至るまでの，冷戦下での社会的状況
をまずは概観してみたい。
冷戦の進行に伴い，共産主義への脅威が浸透しつ
つあるアメリカ国内では，反共産主義に基づく社会・
政治運動，マッカーシズムの嵐が吹き荒れつつあっ
た。国務省の共産主義者リストの摘発から始まった，
共和党上院議員ジョセフ・レイモンド・マッカー
シー（Joseph Raymond McCarthy,１９０８～１９５７）提
唱のこの反共政策は，告発対象者をアメリカ陸軍，
マスコミ関係者，映画関係者，学者，芸術家へと広
めて行き，共産主義者はもちろんのことそのシンパ
と見做されるものへの糾弾や非難は，やがて密告の
奨励や協力者の摘発などへと発展して行く。人々の
中には疑心暗鬼の念や不信感が増殖して行くように
なる。
大衆文化の中心的存在として国民への影響も大き
かった映画界への締め付けは特に厳しかった。戦時
中は対ナチスを目的に共産主義とファシズムの国内
浸透についての調査から始まった組織，下院非米活
動委員会（HUAC）であったが，冷戦の深刻化に
伴い，組織が再編成され共和党保守派に委ねられて
からは，ハリウッドの映画産業界の赤狩り，レッド・
パージと化して行ったのである。「ハリウッド・ブ
ラックリスト」に名前が載った映画監督や脚本家，
俳優・女優は，共産党との関係を厳しく追及され，
ある者は職を失い，ある者は保身のために密告を
行った（８）。委員会が招集した聴聞会でのやり取りの
内容や，ハリウッド内への共産主義の浸透を示すた
めに行った盗聴や証拠捏造等の数々の活動が，今で
は明らかになっている。公聴会での証言や召喚を拒
んだ１０人，いわゆる「ハリウッド・テン」は，議会
侮辱罪で有罪判決を受けることとなる。スターや著
名人が逮捕されたり，またそれに対して抗議行動も
行われたりと，ハリウッドで吹き荒れたマッカーシ
ズム旋風は，アメリカ国内のみならず世界の注視の
的となっていた。民主主義の旗手として，「豊かな
国アメリカ」，「自由な国アメリカ」を標榜していな
グレアム・グリーンの反アメリカ主義―初期冷戦時代を中心に
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がら，希望や夢を世界に向けて発信することもでき
る文化装置としての映画の舞台であるハリウッド
で（９），危険分子と思われる人物を押えこみ，あるい
は排除して，思想統制や言論統制に近い政治的行動
を採っていた冷戦時代のアメリカの矛盾が象徴的に
表れていると言えるであろう。
チャーリー・チャップリンもハリウッドでのレッ
ド・パージの嵐に巻き込まれた犠牲者として世界中
から注目されたひとりであった。１９１３年にイギリス
からアメリカに渡り，無声映画時代のハリウッドで
既にその名を馳せていた彼が，冷戦時代，当局から
特に目を付けられるようになったのは，『殺人狂時
代』（Monsieur Verdoux ,１９４７）という作品であった
と言われている。「人一人を殺すと悪人になるが，
百万人殺すと英雄だ。数が正当化する」（“One number
makes a villain, millions a hero. Number sanctify,
my good fellow.”）とビジネスと戦争を結びつけ戦
争を絶対否定するこのセリフは，左翼的思想として
見做されて，国粋主義者や右翼勢力から上映妨害を
受け，遂には「容共的である」というレッテルを貼
られてしまうのである。しかし，実は FBIはもっ
と前からチャップリンの動向に目を向けていた。
FBIに残されているチャップリンのファイルは１９２２
年から存在しており，彼の伝記を書いたディビッド・
ロビンソンによると，その記録は１９００頁にも及ぶと
いう。（Robinson, ７５０）そして，アメリカがまだ参
戦していなかった１９４０年制作の『独裁者』（The Great
Dictator）あたりから，彼の作品の政治的メッセー
ジを危険視されるようになった。盗聴，監視，スパ
イ等様々な方法であらさがしをしていたこと等が明
らかになっている（１０）。
『モダンタイムス』では機械化された文明社会へ
の風刺を，『独裁者』ではナチズムへの脅威を，笑
いや風刺で描いてきたチャップリンであったが，彼
自身は決して明確な政治的ポリシーを抱いていたと
いうわけではない。しかし『殺人狂時代』での苦い
経験に懲りたチャップリンは，次回作は全く政治に
は関係のないもの，それまでのような「冷笑的ペシ
ミズムとは対極にある恋物語」にすることに決めて
いた。そして作られたのが『ライムライト』（Limelight,
１９５２）であった。しかし，結果としてこの映画がア
メリカで作られた最後のものとなった。
アメリカへ帰ることができなくなったことを
チャップリンが知ったのは，『ライムライト』の上
映初日の挨拶のためロンドンに向かっている船中で
あった。１９５２年９月１７日ニューヨーク港から出航し
た一行は，それからわずか２日後に，アメリカ政府
が一度は発行した再入国許可の取り消しを通告した
ことを無線により知らされる。姑息な手段での，事
実上の国外追放であった。チャップリンの乗った船
がイギリスのサウサンプトンに入ると，待ち構えて
いた大勢の記者たちにチャップリンは取り囲まれた
という。その時の彼のスピーチ，「偉大な芸術家の
生きる時代ではない。政治の時代だ…私が望むのは
数本の映画を作ることだけなのに…私はこれまでも
今も決して政治的な人間ではない。」（“This is not
the day of great artists. This is the day of politics . . .
All I want to do is create a few of films . . . I’ve
never been political.”）という言葉は，世界に向かっ
て放たれることとなった。（Friedrich，３９５）
このような状況下でグリーンによって１９５２年，９
月２７日のイギリスの高級週刊誌『ニュー・ステイツ
マン』に寄せられたのが，チャップリンへの公開書
簡であった。「親愛なるチャップリン様 公開状で
失礼します。これは映画界の最も優れた芸術家…に
宛てられただけでなく，今日における最も偉大な自
由主義者に宛てられた歓迎の手紙です」（“This is a
letter of welcome not only to the screen’s finest
artist . . . but one of the greatest liberals of our
day.”）（Greene, Reflections，１４８）という一文で始
まっている。これは上述した，イギリス到着後，記
者にコメントを求められた時のチャップリンの言葉
を意識してのものだと思われる。自分のことを「偉
大な芸術家」ではあるけれども，決して「政治的な
人間ではない」と述べたチャップリンに，あなたは
「偉大な芸術家」であるだけでなく，その作品や行
動が示しているように「偉大な自由主義者，進歩主
義者」であり，その意味においては十分に「政治的」
です，とのメタ・メッセージになり得ている書き出
しである。そして次のように続ける。
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Your films have always been compassionate
towards the weak and the underprivileged : they
have always punctured the bully. To our pain and
astonishment you paid United States the highest
compliment in your power by settling within her
borders, and nowwe feel pain but not astonishment
at the response - not from the American people in
general, one is sure, but from those authorities
who seem to take their orders from such men as
McCarthy.（Greene, Reflections ,１４８）
チャップリンの作品が，常に弱者や虐げられた
人々に深い同情を寄せたものであったことを述べ，
さらにアメリカに住むことによって彼ができる限り
の褒め言葉をアメリカに与えたことに，「我々は驚
きと痛みを禁じえない」という皮肉をチクリと呈し
た後で，しかしそれに対する彼らの「反応」（“the
response”）には，「今，我々は悲しみを感じている
が驚きはない」と述べている。「反応」とは，言う
までもなく，マッカーシーのような男の命令に従う
当局によるもの，つまり FBIによる国外追放とい
う措置であり，赤狩り旋風の舞い上がるアメリカで
は起きそうなことだから，驚きはしない，という意
味を込めている。
続いてグリーンは，アメリカ当局がチャップリン
告発の根拠としたのがチャップリンのサンフランシ
スコでの演説によるものであろうと推測しているが，
それは第二次世界大戦中，ソ連がまだアメリカの同
盟国であった頃，１９４２年５月１８日のロシア戦線救済
アメリカ委員会での集会を指していると思われる。
この頃になると既にアメリカ国内では反共の声が出
始めており，同盟国ソ連の東部戦線に於ける死者の
増大を喜ぶ風潮を嘆いたチャップリンが，一万人の
大群衆を前にして「同志諸君！」（“Comrades”）と
呼びかけたということがあった。この時チャップリ
ンは，「私は共産主義者ではない。私は人間です。」
（“I’m not communist. I am human beings.”）と熱
弁を揮った。（Friedrich, １８８）この演説を盾にして，
チャップリンを共産党のシンパ乃至は支持者と見做
すアメリカ当局の愚かさを，グリーンは揶揄してい
る。そして以下のようなグリーンならではの論調で
展開される。
Remembering days of Titus Oates and Terror
in England, I would like to think that the Catho‐
lics of the United States, a powerful body, would
give you their sympathy and support. Certainly
one Catholic weekly in America in unlikely to be
silent― I mean the Commonweal . But Cardinal
Spellman? And the Hierarchy? I cannot help
remembering an American flag that leant against
a pulpit in American Church not far from your
home, and I remember too that McCarthy is a
Catholic. Have Catholic in the United States not
yet suffered enough to stand firmly against this
campaign of uncharity?（Greene，Reflections,１４８‐９）
グリーンは１７世紀末の「カトリック陰謀事件」
（Popish Plot, １６７８～１６８１）を引き合いに出してい
る。反カトリック感情が根強く残っていた１６７０年代
のイングランドで，スキャンダルによりイギリス国
教会を追われたタイタス・オーツ（Titus Oates,１６４９‐
１７０５）は，イングランド内戦やロンドン大火はカト
リックのイエズス会の仕業であると吹聴し，カト
リック教徒が国家転覆を企てているという陰謀事件
を捏造した。その結果，捏造されたテロ計画が本当
に存在すると信じた人々によって，無実のカトリッ
ク教徒が処刑されるなどの惨事が各地で起こり，国
中がパニックに陥ったという史実を（１１），グリーンは
チャップリンに，というより読者に喚起させている。
そして「１７世紀のあの負の歴史を思い起こすならば，
その時に苦節を味わったカトリック教徒ならば，ア
メリカと言えども，チャップリンに同情し支援して
くれるかもしれない。ただしマッカーシーもカト
リックなのであるが…」と言わんばかりのシニカル
な語調であるが，確かに言えるのは，捏造された事
件に人々が怯え，集団ヒステリー状況を引き起こし，
国中がパニックに陥った１７世紀のこの事件とその背
景社会を，グリーンが冷戦時のアメリカで吹き荒れ
グレアム・グリーンの反アメリカ主義―初期冷戦時代を中心に
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るマッカーシズムの嵐に重ねているということであ
る。
さらにグリーンは，ハリウッドでの一連の締め付
けや取り締まりを行った下院非米活動委員会を「魔
女狩り仲間たち」（“witch‐hunters”）と呼び，イギ
リスの作家やスポンサーにハリウッド作品のボイ
コットを提唱している。そして「冷戦下の同盟国ア
メリカの恥は我々イギリスの恥であり，チャップリ
ンを攻撃することによって「魔女狩り連中」は，こ
れがアメリカ国内だけの問題ではないことを強調し
たことになる」（“the disgrace of an ally is our
disgrace, and in attacking you the witch‐hunters
have emphasized that this is no national matter.”）
と述べているのであるが，アメリカによるチャップ
リンの国外追放という世界中が注目する事件をきっ
かけに，マッカーシズムという共産主義排斥運動を
アメリカ国内に留め置かず，インターナショナルな
俎上に持ってこようとするグリーンの意図も見えて
くる。冷戦下のイデオロギー対立の激化がもたらし
た，スミス法，マッカラン法等を駆使しての非米活
動の取り締まり強化や反共プロパガンダなどの，い
わゆる「赤の恐怖」（The Red Scare）と呼ばれる
アメリカ社会の現象は，決してアメリカだけの問題
ではなく，異分子を排除し共通の価値観にそろえる
ことで，組織や集団の統一や秩序を得て維持を図ろ
うとする，時代や場所を越えた普遍的なものである
ことをグリーンの鋭い眼光は射抜いている。
実際，チャップリンの国外追放事件は様々な反響
を呼んだ。アメリカ国内でも反対の声が多く挙がり，
国務長官のもとには何万通もの抗議の手紙が舞い込
んだと言われている。１９５２年９月２１日付けの『ニュー
ヨーク・タイムズ』でも，チャップリンを追放した
国務省を強く非難している。（Robinson, ２９２）海外
での反響も凄まじく，グリーン以外にも多くの著名
人がアメリカに非難の声をあげている。１９５４年には
東側の組織であるポーランドのワルシャワに本部を
置く「世界平和評議会」（World Peace Council）が，
チャップリンに「国際平和賞」を授与している。グ
リーンが望んだように，国を越えて，あるいはイデ
オロギーを越えて，チャップリンの問題は議論され
たのであるが，ある意味においては，この喜劇王の
アメリカ追放という出来事は，政治的に利用された
という側面も持つ。
チャップリンへの公開状は，「不寛容は国に関係
なく世界中の自由を損なうものである」（“Intolerance
in any country wounds freedom throughout the
world.”）という一文で結ばれている。ニール・シ
ンヤードが指摘するように，この部分は，辛辣で率
直な意見に対し自らも世間からしばしばヘイト・
メールを受け取っていたグリーンだからこその，そ
のような閉塞的な「時代の空気」（“the atmosphere
of the time”）を嘆いての言及であるとも受け止め
られる。（Sinyard, ２５９），このオープンレターが掲
載されて間もなく，グリーンは第一次インドシナ戦
争下のベトナムに取材のために発ち，そしてグリー
ンの作品中，アメリカに対して最もクリティカルで
あると言われる作品『おとなしいアメリカ人』（The
Quiet American ,１９５５）のテーマの着想が産まれるこ
とになるのである。
３．冷戦のグローバル化／アメリカのプレゼンス／
無邪気という狂気
その『おとなしいアメリカ人』という作品の特質
についてバーナード・バーガンジーが述べている以
下の言葉は，簡潔にして的を得ている。
The Quiet American was the political novel
that Greene embarked on as a change from writ‐
ing about God . . . at that time Greene was active
as journalist, writing extensively about French
Indochina war for English, French and American
publications, whilst gathering material for his
novel, which has obvious journalistic virtues.
（Bergonzi,１４４）
つまりこの作品は，従来言われてきたようにグ
リーンが宗教的主題から政治的な主題へと転じた，
いわば彼の分岐点にある作品であると言えるが，同
時に当時のグリーンが英米仏の出版社の依頼を受け
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て，仏領インドシナでの戦争の取材をして記事を書
いていて，それがもとで小説を書くに至ったという
経緯のため，この作品はジャーナリスティックな側
面を持っていると言うのである。作品の一人称の語
り手である中年のイギリス人記者ファウラーは，何
にもコミットしないことを信条とし，自分は意見を
述べる論説記者（correspondent）ではなく，見た
ままのことをそのまま伝える報道記者（reporter）
であることを何度も語りの中で表明していて，その
ことがこのフィクションのリアリティを高めている。
語り手を短絡的に作者グリーンに重ね合わせること
は避けねばならないが，グリーンがこの時期に何度
もベトナムを訪れ記事を書いていたという事実は無
視できない。砲弾の飛び交う緊迫した戦場や戦禍の
後も生々しい村に足を運び，大国に翻弄されるベト
ナムのような小さな国が置かれた立場や，そこで生
きる市井の人々を見つめてきたグリーンの眼差しは，
語り手ファウラーに投影され，変奏を加えながら
フィクションとして描かれている。作品と，作品に
先立つ取材記事は不即不離の関係にあり，両者を併
せ読むことで作品への理解は深まるし，一方でフィ
クションによって刺激される想像力が記事の透明性
に色彩を与えてくれる（１２）。
「冷戦」という歴史的文脈に絞ると，作品が書か
れた１９５０年代前半は冷戦下，米ソの２大陣営が自ら
の勢力拡大地図をより広範に求めていた，言わば冷
戦拡大期であった。１９５０年に勃発した朝鮮戦争以来，
共産勢力のアジアへの台頭に脅威を感じたアメリカ
は，１９５１年にフィリピンとの間に米比相互防衛条約，
日本とは日米安全保障条約，オーストラリア・
ニュージーランドとの間に太平洋安全保障条約等を
結び，軍事同盟網を広げて行く。アメリカの東南ア
ジアへの懸念は，フランスからの独立戦争を行って
いたベトナムに向けられる。最初は中立を表明し様
子を窺っていたアメリカは，フランスの植民支配主
義に批判的でさえあったが，中ソの進出による東ア
ジアの共産化を恐れ（ドミノ理論），イギリスとと
もにフランスの傀儡政権「ベトナム国」を承認し，
徐々にベトナムでのフランスへの支援・介入の度を
深めて行く。ここにきてインドシナ戦争は，独立の
ための戦争ではなく，朝鮮戦争に同様，冷戦下の東
西二陣営の戦いに転じ，グローバル化して行く。『お
となしいアメリカ人』で描かれているのはこのあた
りの状況下のベトナムである。
アメリカの全面支援を受けるようになったフラン
スであったが，ホー・チ・ミン率いるベトナム独立
同盟（ベトミン）軍のゲリラ作戦に悩まされ続ける。
名将と言われたアンリ・ナヴァールが司令官として
送りこまれ，戦いはより熾烈なものになっていく。
やがて１９５４年に，難攻不落と言われていたディエン・
ビエン・フーの要塞が陥落するに至り，２ヶ月後に
はジュネーブ協定が締結され遂に停戦となった。ベ
トナムは北緯１７度で南北に分断されることとなった
が，２年後にベトナム統一選挙を行うことが決めら
れていた。しかしアメリカはこれに同意せず，南の
傀儡政権を存続させ，アルジェリアの独立戦争の激
化に伴いベトナムから完全撤退したフランスに変わ
り，１９５５年には南にベトナム共和国を樹立させ，そ
の後ろに立ち，アメリカは本格的にベトナムに介入・
進出して行くこととなるのである。
この間，グリーンは４度ベトナムを訪れ，滞在し，
取材している。第１回目は１９５１年２月，雑誌社の依
頼でイギリス領マラヤに行った帰りにベトナムに
寄ったことを皮切りに，同年１０月から翌年２月まで
が２回目，１９５３年１２月から翌年２月までが３回目，
１９５５年が４度目の訪問・滞在となっていて『おとな
しいアメリカ人』の出版はそのすぐ後のことである。
グリーンの述懐によると，小説のテーマを思いつい
たのは，第２回目の滞在期間で，同室になったアメ
リカの経済使節団（実は CIAの要員）の一行が，
大国の論理でベトナムの行く末について語っているの
を聞いて，「アジアの事態をいっそう悪くするような
アメリカ人の考える大それた夢」（“the greatAmerican
dream which was to bedevil affairs in the East”）で
あると思ったと言う。（Greene, Ways ,１６３）
作品の中で中心的に描かれているのは，ファウ
ラーがおとなしいアメリカ青年パイルに出会った
１９５１年９月からそのパイルが爆破事件で死ぬ１９５２年
２月までのことなので，グリーンの第２回目の滞在
とほぼ重なることになる。しかし，作品の執筆にか
グレアム・グリーンの反アメリカ主義―初期冷戦時代を中心に
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かった時期については，グリーン自身が対談の中で，
ベトナムで観たことや感じたことを小説として書く
必要があると強く感じたのは１９５４年以降であると
言っていることに従えば（Allain, ６５），第３回目の
滞在以降と言うことになる（１３）。２回目，３回目の長
期滞在でグリーンは北部のカトリック司教区のファ
ト・ズィエムやビュイ・チュを取材し，無差別襲撃
による惨禍も生々しい村の光景を目にしたり，少女
までが銃をとって戦いに臨もうとして団結している
カトリック・コミュニティーと寝食を共にしたりし
て精力的に動き，記事を書き，雑誌社や新聞社に送っ
ているので，これらの経験が具体的な執筆動機とな
り，創作意欲を大いに高めたと考えられる。そのこ
とを裏付けるのは，３回目の取材で書き，１９５４年３
月付の『サンデー・タイムズ』（Sunday Times）に
掲載された記事である。グリーンはほぼ１年ぶりに
訪れたベトナムで，負傷兵の１０人中９人がベトナム
人であるという医師の言葉に驚き，次のように思う。
Is there any solution here the West can
offer? But the bar tonight was loud with innocent
American voices and that was the worst disquiet.
There weren't so many Americans in 1951 and
1952.（Greene, Reflections ,１６０）
欧米諸国がここアジアに来て，提供できる解決等
ないのに，次々と押し寄せるアメリカ人。以前に比
べてその数が増えていることに気づき，バーで「無
邪気なアメリカ人」（“innocent American”）がはしゃ
ぐ姿を見て，グリーンは「とても不安な気持ち」（“the
worst disquiet”）になっている。この時に焼きつい
た光景が『おとなしいアメリカ人』の中では，騒々
しいアメリカ人の一行の中でひとり控えめで物静か
なアメリカ人として登場したパイルと最初に出会う
場面で再現されている。さらに同じ記事の後半で，
グリーンは負傷したベトナム兵を他のベトナム人が
助けようとしなかったという光景をハノイ空港で眼
にしてそのことを記している。「この戦争は彼らの戦
争ではない」（“This was not their war.”）「ベトナム
はベトナム人なしでは維持できない」（“Vietnam
cannot be held without the Vietnams.”）と結び，
大国がのり出したこの戦争が，もはや民族の独立の
ための戦いではなくなっていることを印象的に綴っ
ている。
共産主義の脅威から，ベトナムの人々を守り，真
の理想的な自由主義国家を建設することが正義であ
り，アメリカの使命であると言う信念に基づき，徐々
にこの国に浸食してくるアメリカの不気味さが，グ
リーンを創作へと向かわせたのである。善意を装い，
徐々に濃さを増してくるアメリカの影に不安を実感
したグリーンが，実際はファト・ズィエムの悲惨な
史実やディエン・ビエン・フーの結果も知りつつ，
作品の中の時間を少し前，１９５１年，１９５２年，影が影
とはまだ認識されにくい時期に作品内の時間を設定
したと思われる。第一次インドシナ戦争を舞台にす
る作品を書くのに，グリーンがこの時期を選んだこ
とに目を向けることは重要だと思われる。なぜなら
ばそれが作品のテーマにも深くかかわってくるから
である。
作品のテーマのひとつは，何ものにもコミットし
ないこと，参画しないことを標榜していたファウ
ラーが，結局は巻き込まれ，関わっていかざるをえ
なくなるという社会参加やアンガジェの問題であり，
そしてもうひとつのテーマは自由と正義を旗印に他
国に侵入してくるアメリカという超大国のプリゼン
ス（presence：軍事的・経済的な影響力や存在感）
が徐々に高まる様子とその不気味さを描くことで
あった。前者のテーマは主としてファウラーを通し
て，後者はパイルを通して描出される。
ファウラーは，最初は物静かで善良で好感が持て
ると思っていたアメリカ青年パイルが，自分の考え
る民主主義や正義を無邪気にアジアのこの小国に押
しつけようとしていることに気づき始める。
“You have to fight for liberty.”
“I haven’t seen any Americans fighting around
here. And as for liberty. I don’t know what it
means.”（Greene, American ,１０２‐３）
「自由のために戦うべきだ」と理想論を述べるパ
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イルに，「自分はここで自由のために戦っているア
メリカ人なんて見たことないし，そもそもその自由
とやらがどういうものかがわからない」と喰いつい
ていくファウラー。やがて CIAの密命を帯びたパ
イルが爆弾事件に加担していたことを知り，ファウ
ラーは「無邪気は一種の狂気である」（“Innocence
is a kind of insanity.”）と思うようになる。
このような冷戦下のアメリカによる小国への侵攻
というテーマが，作品構造そのものの中に既に表れ
ていると指摘するのはブライアン・ディーメートで
ある。フランスからアメリカへという権力の移行を
強調するかのように，アメリカの爆弾によってパイ
ルが死んだことを，物語の最初と最後でファウラー
が告げていること，つまりオープニングとエンディ
ングで繰り返されていると言う円環構造に注目して
いる。さらに同じことを伝えていても，そこで使わ
れている言語が後の方がより鋭く，率直なものと
なっていることの具体例を挙げて，語り手ファウラーのより
強い調子になっている表現が，「徐々に増して行くアメ
リカの軍事的介入」（“the growingAmericanpresence”）
を強調していると述べている。（Diemert,２１７）
加えて，「アメリカのよきもの」への嫌悪にも似
た語り手の感情もまた，最初と最後で繰り返されて
いた。物語の最初の方にあるパイルへの回想の中で
語られているのは，生前のパイルが，極東情勢や，
民主主義やアメリカが世界のために行っていること
について，「断定的に癪に障る見方」（“pronounced
and aggravating view”）で語っていることに対し
てファウラーが苦々しく思っていたということであ
り（Greene, American , ３），また最後の方で語られ
るのは，パイルの死にいくらか関与したことへの一
片の罪悪感と，アメリカの自由を象徴する自由の女
神像へ嫌悪感であった。（Greene, American , ２０７）
円環構造の中で，最初と終わりで，アメリカの軍事
的介入と，そのアメリカへの嫌悪の情が，繰り返し
て語られているのである。
４．グリーンの反アメリカ主義―むすびにかえて
アメリカの資本主義と帝国主義の醜い顔を憎み，
それらに打撃を与えるためなら何も厭わないことや，
心から嫌っているのはアメリカのリベラリズムであ
ることを，対談等の中で述べるグリーンのアメリカ
への反発は，往々にして歯に衣を着せぬ表現で，エキ
セントリックなものとなっている時がある。（Allain,
９３）またグリーン本人はアメリカへの自分の感情を
語る時に使われている単語も，“hate”や“revulsion”
等の強い言葉になっている（１４）。そのため『おとなし
いアメリカ人』をマッカラン法を嵩にしたアメリカ
からの入国拒否に対する個人的な復讐であるように
読まれたり（Hewison,７６），グリーンの反米主義は
若き日のグリーンの辛辣な映画批評が原因で訴えら
れたテンプル事件以来のものであるという見方も生
まれてくると思われるが，それほど単純なものでは
ない。
グリーンが問い糺そうとしているのは，反共を盾
にして彼を入国拒否したり，チャップリンを国外追
放するアメリカという国の姿勢である。マッカラン
法という反共立法を国内の治安維持法として強行さ
せる権力システムであり，またそれを押しつけるこ
の超大国が掲げる「自由」や「民主主義」や「正義」
の中身なのである。それらを問い続ける姿勢がグ
リーンの反アメリカニズムの底流にある。
本人も認めているように，またチャップリンもそ
うであったが，グリーンには共産主義へのシンパ
シーがある（１５）。オックスフォード時代，４週間だけ
共産党に籍を置いていたことがあり，この若き日の
入党を「面白半分であった」と後に述懐しているが
（Greene, Ways , ２１０），この時いっしょだったのが，
グリーンの朋友でありその後イギリス共産党で活躍
する社会主義ジャーナリストのクロード・コック
バーン（Claud Cockburn,１９０４～１９８１）であったこ
とを考えると（１６），グリーンが言うほどにこの入党が
「悪ふざけ」であったとは思えない。グリーンは自
分がなぜ共産主義に心惹かれるかは説明できないと
前置きしつつ，「意識の奥底には，おそらく無邪気
なものであろうが，あの人間の顔をした共産主義の
夢が常にあるのだ」（“Deep down, one has always
nurtured this dream, perhaps a nave one, of Com‐
munism with a human face”）と述べ，その感情を，
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革命によっても立証することができなかった「未
練」（“regret”）とも呼んでいる。（Allain,９５）この
「人間の顔をした共産主義」への，失われたものへ
の郷愁にも似たある種の未練が，グリーンの反アメ
リカ主義の根元に横たわる要因になっていることは
確かであろう。それは，冷戦中期になり，米ソ二大
陣営の対立の下で翻弄されるベトナム，キューバ，
ハイチなど第三世界の国々への共感に，より具体的
に表れていると言えるであろう。
しかし，ディーメートの指摘を俟つまでもなく，
グリーンのアメリカへの反抗の歴史や共産主義への
共感が，そのままソ連への支持を表わすものではな
い。グリーンは，スターリンはもちろんのこと，そ
の後のソ連政府の強権執行や，表現その他の自由を
抑圧する政策にも真っ向から反論している。アレク
サンドル・ソルジェニーツィン（Alexandr Isaevich
Solzhenitsyn,１９１８～２００８）の迫害に続き，アンドレイ・
シニャフスキー（Andre Sinyavskii,１９２５～１９９７），
ユーリー・ダニエル（Yuli Markovich Daniel,１９２５～
１９８８）が逮捕された時も，アナトリー・クズネツォー
フ（Anatoliy Kuznetsov, １９２９～１９７９）がロンドン
に亡命した時も，表現の自由を奪うソ連政府を厳し
く批判している（１７）。「人間の顔をした共産主義」に
共鳴しつつ，個人の権利や自由を侵す権威や権力に
はペンによって立ち向かう姿勢が，グリーンの反米
主義の中に貫かれている。
しかし，グリーン自身はこれまで自分は何かとあ
るいは誰かと闘ったわけではないと言う。（Allain,
８１）最もアメリカにクリティカルな『おとなしいア
メリカ人』についてさえ，アメリカへの憎悪の色は
出ているかもしれないが，当時の介入はまだ少しで
あったのだから，ベトナムにおけるアメリカのプレ
ゼンスを攻撃しているわけではないと述べている。
なぜならば自分の目的は「事態を変化させることで
はなく，それを表現することにある」（“My aim is not
to change things but to give them expression.”）と
言うのである。（Allain, ８１）つまり，何よりも自分
は表現者であること，作家であることを表明してい
るわけであるが，書くことを通じて冷戦ポリティク
スに関わっていったファウラー同様，グリーンもま
た，書くことによって確実に動いている。書くとい
う行為そのものの中に，既に他者への，あるいは自
分以外の世界への働きかけがあるということをグ
リーンが小説と記事，フィクションとノンフィク
ションとジャンルを分かち，なおかつ同時に発信す
ることによってより明確に示している。激しいゲリ
ラ戦が繰り広げられた後のファト・ディェムで，母
親の腕の中で胎児のように丸くなって死んだ男の子
を見て「戦争は嫌だ」（I hate war.）（Greene，American,
５３）の言葉は，ディエン・ビエン・フーの塹壕で２
年前のことを思い出すグリーン自身の言葉とし
て，１９５４年３月２１日の『サンデー・タイムズ』の中
でも繰り返されている（１８）。
ある意味グリーンはアナーキストである。対談の
中でアランがいみじくも述べたように，グレアム・
グリーンは「国際的なクラスのアナーキスト」（“an
anarchist of international class”）である。自由を侵
す権力や侵害を憎み，ナショナリズムを疑う個人主
義的アナーキズムが彼の反米主義のもう一つの顔で
あるように思う。それはキューバ危機やプラハの春
など，冷戦が混迷し深化して行く中で，グリーンが
行った数々の対談や雑誌社に寄せた記事，また家族
のために二重スパイと言う道を選んだ男を描いた
『ヒューマン・ファクター』（The Human Factor,１９７８）
の中にも示されていると言えよう。
また何よりグリーンは，冷戦という時代が突きつ
けてくる単純な二項対立的図式には馴染めなかった
であろうと思われる。「資本主義／自由主義」対「共
産主義／社会主義」という２つの自明のイデオロ
ギーが対立的に敷かれる冷戦体制の下，意識的・あ
るいは無意識的に選び取ることを迫られることほど，
グリーンの人生のポリシーにそぐわないものはな
かったであろう。この世の中にあるのは「黒か白か
ではなく，黒か灰色かである」（“Human nature is
not black and white but black and grey.”）（Greene,
Lost ,１６）と述べるこの作家にとって意義があるのは，
それが黒であるか白であるかを見極めることでも，
選ぶことでもない。グリーンの心を引き付けるのは，
黒でも白でもない灰色であり，黒が白に反転する前
の灰色であったと思われる。黒と白を明確に分けて，
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選ぶことを要求してくる冷戦時代の米ソのそれぞれ
の体制に反感を抱かずにはいられなかったことが推
察される。
さらにグリーンがイギリス情報部の命を得て，ス
パイ活動をしていたことは，彼亡き後の情報公開に
よって明らかにされているが，彼の反アメリカ主義
のスタンスは，そのことを隠すためには都合のよい，
隠れ蓑になり得たかもしれない（１９）。またそれが戦略
的・意図的なものであったかどうかはわからないが，
反アメリカ主義という立場は，イギリスの島国根性
（provincialism）や偏狭性を脱して，より普遍的で
グローバルな作家として，グリーンに独自性を支え
てもいるとも考えられる。
グリーンは政治的言説の多くを反米的な視点から
書き，書くことによって世にメッセージを投げかけ
た。時にジャーナリストとして，そして何より作家
として。しかし彼がイギリス人であり，アメリカの
外から書いていたということは銘記しておく必要が
あるであろう。外からしか見えないものもあるであ
ろうが，そこには限界がある。冷戦時代，イギリス
人であるグリーンには，アメリカの多くの作家や映
画人がそうであったように，国の政策を批判したた
めに，職を失ったり獄に繋がれるリスクはないので
ある。冷戦が新たな局面を迎えて，あるいは冷戦の
終焉に向かって，グリーンがアメリカを論じるトー
ンに変化が生じて行く。それらについての考察は次
の機会に譲りたい。
注
１）グリーンのメディアへの投書をまとめて編集したク
リストファー・ホートリーは，グリーンの投書に
見られる反アメリカ的なトーンは，１９３０年代から
目立つようになり，真珠湾攻撃以降，終戦までの
間，アメリカの企業がナチ・ドイツと取引があっ
たと言う兆候により一段と強められたかもしれない
と分析している。（Hawtree, p. xiv.）
２）作品が発表された当時，広まりつつあったサルト
ルらの実存主義の影響もあり，語り手の英国人記
者ファウラーやグリーン自身の社会参加（アンガ
ジェ）が話題に上ったりもした。日本では，武田
泰淳，加藤周一がいち早くこの本を論評している。
（山形，１４６）
３）冷戦の起源，及びその期間をめぐる諸説の相違は，
冷戦のきっかけとなる出来事の解釈の違いから生ま
れてくるもので，大きくは３つに分かれる。①ヤ
ルタ会談後のソ連の東欧諸国への侵略的行動と膨張
主義，それに対応する形での西側諸国のマーシャ
ルプランや NATO結成，封じ込め政策などに冷戦
のきっかけを求める正統主義。②アメリカの非妥協
的な外交政策がソ連を対決姿勢に追い込んだとする
もの，また市場を拡大しようとしたアメリカ側の
帝国主義的な門戸開放政策であると主張する修正主
義。③公開され始めた資料を基に実証的な研究で①
と②を検証して批判するポスト修正主義。冷戦の対
立を地政学的・政治的な力の真空に焦点を当てたり，
米ソ以外の国（例えばイギリス）の役割にも注目す
る。（松岡，v-vi）
４）J.L．ガディスが述べるように，ジョージ・オーウェ
ルの近未来小説『一九八四年』（1984，１９４９）が，
出版と同時に話題になったことの理由も，当時の
人々の心の中に拡がる恐怖に求めることができよう。
またこの作品が反共政策のプロパガンダとして利用
されたことも頷ける。（Gaddis,４６‐４７）（Shelden, Orwell,
４３０）
５）いわゆる「ケンブリッジ５」の名で世界を驚かせた
イギリスのMI５やMI６のエリート達（ドナルド・
マクレイン，ガイ・バイジェス，ジョン・ケアン
クロス，アンソニー・ブラント，キム・フィルビー）
がソ連のスパイであったことが発覚し始めるの
も，１９４９年からである。彼らは１９３０年代に学生時
代を過ごし，いずれもファシズムに対抗するイデ
オロギーとしての共産主義に共鳴したという共通項
を持つ。なお，グリーンとケンブリッジ５との間
に関係については，当時 FBIもある程度把握して
いたと思われる。詳細は，FBIが開示している情
報として，ある程度インターネットでも閲覧可能
である。
６）例えば１９５２年１１月２２日の『ニュー・ステイツマン』
にも掲載されている。
７）当時イギリス領であったマラヤに『ライフ』誌の取
材で飛んだグリーンは“Malaya, the Forgotten War”
という記事を１９５１年７月３１日の『ライフ』に寄せて
いる。テキサス大学所蔵のグリーン研究において貴
重な書簡類の中に，当時の『ライフ』の編集者エ
メット・ヒューズとの往復書簡もある。インドシナ
にグリーンを導いたのが，他ならぬアメリカの雑
誌社であったことは，アイロニカルである。（West,
１５５）
８）後のアメリカの大統領ロナルド・レーガンが，当
時 FBIが利用する「情報屋」（“agency”）のひとり
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であったことが，１９８５年に『サンホセ・マーキュ
リーニューズ』（San-Jose Mercury-News）が情報公
開法に基づき求めた FBIの記録に記されている。
当時は俳優であったレーガンの証言は「極めて雄弁
で大統領ばり」（“quite eloquent, almost presidential”）
であったと言う。（Friedrich,３５０）
９）実際，映画は冷戦時代，双方のイデオロギー・プ
ロパガンダとしての有効性を発揮していた。映画の
視覚的イメージの効果を利用し「強いアメリカ」を
強調する映画ではジョン・フォード監督，ジョン・
ウェイン主演の『アパッチ砦』（Fort Apache ,１９４８）
や『黄色いリボン』（She Wore a Yellow Ribbon ,１９４９）
等の西部劇，またアメリカ海軍を通して愛国的プ
ロパガンダの効果を狙ったものには，戦時中は海
軍大佐でも合ったジョン・フォード監督による海軍
もの『栄光何するものぞ』（What Price Glory ,１９５２）
や『荒鷲の翼』（The Wings of the Eagles ,１９５６）など
がある。（谷川，６２）また，ハリウッド・テンの一
人で逮捕され服役経験もある映画監督エドワード・
ドミトリクが，出所して転向後に作った『ケイン
号の反乱』（The Caine Mutiny ,１９５４）や，『ホワイト・
クリスマス』（White Christmas ,１９５４）は，１９５０年代，
冷戦初期の「主要なアメリカ国内の政府機関や政策
の防御として」（“as defenses of dominant American
institutions and polices”）用いられていたという捉
え方もある。（Appy,７８）
１０）FBIのエドガー・J・フーヴァーは，チャップリン
に不利な情報を集めるためにホテルの部屋や電話機
に盗聴器を仕掛けたり，何十人という証人を面接
し，ゴシップまがいの証言を得ることに奔走した
と言われている。（Friedrich,３９３）
１１）背景には，清教徒革命以後の１６７０年代のイングラ
ンドで，根強く残っていた反カトリック感情があっ
た。国王ジェームズ２世王妃キャサリンや，王の
弟ジェームズがカトリック教徒であったことも人々
を不安にさせていた中での，タイタス・オーツ等
が捏造した陰謀事件であったのだ。最初はほとんど
信じられていなかったカトリック教徒によるこのよ
うな陰謀説は，実際に起きた二つの事件をきっか
けにより真実味を帯びて人々の間に広まり，燻っ
ていた反カトリック感情に火が付き「ロンドンのプ
ロテスタントは皆殺しにあう」というパニックにま
で発展した。
１２）先行するルポルタージュとしての新聞や雑誌に寄せ
た記事と，フィクション『おとなしいアメリカ人』
との関連については，先行するルポルタージュと
しての新聞や雑誌に寄せた記事と，フィクション
『おとなしいアメリカ人』との関連については，
阿部曜子「仏印戦争におけるグレアム・グリーンの
メディア表象」『四国大学紀要 人文・社会科学編』
第２９号，２００８年を参照のこと。
１３）グリーンがベトナムを訪れた時期，取材で書かれ
た記事，『おとなしいアメリカ人』の中で流れる時
間，グリーンがこの作品を書いた時期，作品の最
後に付された日時（March１９５２‐June１９５５），これ
らの関係についての考察は，阿部曜子「ルポルター
ジュとフィクション―インドシナ戦争下のグレアム・
グリーン」『キリスト教文学研究』第２８号（日本キ
リスト教文学会，２０１１年）を参照のこと。
１４）“This sort of revulsion goes back a long way.”
（Allain,９４）等。
１５）イギリスの最もラディカルなジャーナリストの一人
であるコックバーンはグリーンとはバーカムステッ
ド校以来の親友。オックスフォード大学卒業後，『ロ
ンドンタイムズ』の記者になり，ベルリン支局時
代にヒットラーの進出を目の当たりにする。新聞社
を辞め，イギリス共産党機関誌『デイリー・ワー
カー』に賛同，自らも反ファシストの機関誌を創
設する。スペイン独立戦争に参加し，第二次世界
大戦後はアイルランドに渡りフリーの評論家として
活躍している。
１６）グリーンとチャップリンの共通点はその他にも，
トラウマティックな幼年時代を過ごしていたことや，
アメリカに代表される権威主義的なものに反発して
いたことなどが挙げられる。またグリーンは早くか
らチャップリンの映画を高く評価していたし，ま
たグリーンの作品のいくつかがチャップリンの影響
を受けていたという指摘もある。（Sinyard,２５１）
１７）ダニエルとシニャフスキーがソ連当局により投獄さ
れた時，グリーンはソ連では自分の作品が翻訳さ
れることを拒否して，著作権料が彼らの妻たちに
送られるように試みたが，無駄であったことをグ
リーン自身が語っている。（Allain,８４）
１８）“I told myself then that I hate war, and yet here I
was back an old voyeur at his tricks again.”（Greene,
Reflections ,１６０）
１９）グリーンとイギリス諜報機関MI６との関わりにつ
いて，本人が表明しているのは１９４１年～１９４４年ま
での限定的なものであるが，グリーン亡き後，発
表されたいくつかの伝記や研究によって，スパイ
活動の実態が明らかになりつつある。例えば１９５０年
代のインドシナ半島でのグリーンの取材にもエスピ
オナージが絡んでいることが指摘されている。
（Shelden，３８７‐９０）
阿部曜子
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抄 録
グレアム・グリーンのフィクション，エッセイ等に見られる政治的言説はアメリカに対して批判
的なものが少なくない。特に米ソを中心とした東西２陣営が各々の勢力拡大に心血を注いでいた
１９５０年代には，グリーンによる反米的メッセージのトーンが高まる。小論は「冷戦」という枠組み
を設定し，グリーンのポリティカルな言説を分析し，彼の反米主義がどのようなものであるかを考
察するものである。
具体的には，マッカーシズムが吹き荒れるハリウッドの中心から国外追放の憂き目にあった
チャーリー・チャップリンに宛てた公開状（１９５２年），第一次インドシナ戦争の戦地，ベトナムを
何度も訪れ滞在し取材して書いた記事が基になって書かれた小説 The Quiet American（１９５５）等を
吟味し，冷戦体制下でのグリーンの政治的言説を再歴史化する。
浮かび上がってきたのは，民主主義や正義，自由を旗印に覇権国家形成を目論むアメリカのナショ
ナリズム，及び冷戦下の世界に蔓延する二項対立的図式に対してのグリーンの反問であった。
キーワード：グレアム・グリーン，反アメリカ主義，冷戦
阿部曜子
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